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SDGs は企業にとって大きな課題になりつつあり、特に気候危機問題は企業の変革を

強く促しています。また、深刻な人口減少が進行する日本では、地域社会を構成する

様々な主体が地域の持続可能性を見いだしていく必要もあります。

今後激変していく社会において、企業は SDGs にどう取り組むべきかを、具体的に

考える勉強会『第5回東三河グローアップミーティング「SDGsの基本理解と企業活動

への実装」』を東三河懇話会と共催しました。 「地域と企業で共有できるサステナブル

な価値創造」という課題で東三河の地域課題と解決するビジネスモデルについて、グ

ループワーク、発表会を行いました。

公益社団法人東三河地域研究センターは、東三河地域の地域開発を

推進する東三河開発懇話会（平成13年6月より名称変更：東三河懇

話会）を母体として昭和58（1983）年に社団法人として設立し、東三

河地域を主な圏域としたシンクタンクとして活動してきました。

平成24年10月1日に内閣府認定の公益社団法人に移行し、県境を越

えた三遠南信地域に活動圏域を拡大し、地域経済社会との強い関連性を

維持・確保した地域づくりのシンクタンクとして継続的な活動を行ってまいりま

す。

SDGsの取組み紹介

目指すゴール

また、No.14「海の豊かさを守ろう」＆No.15「陸の豊かさを守ろう」について、「魅力発

見！初めてのジオツアーin渥美半島」という名称の日帰りバスツアー（愛知県東三河

総局委託事業「東三河自然再生推進業務」）を2021年11月23日、同月28日に

実施しました。2回実施して各20名余の一般参加を得ました。ジオツアー実施の視点

である「渥美半島のジオサイト」を知り、「魅力発見」として発信することで、地元にも良

さを周知することで、地域のジオサイトと取り巻く自然の豊かさを認識し、守っていくきっ

かけになるということを、参加者とともに学びました。

左上：第5回東三河グローアップミーティング「SDGsの基本理解と企業活動への実装」のワーキングの模様

右上下、左下：魅力発見！初めてのジオツアーin渥美半島の様子

① ②

恋路ヶ浜でフィールドワークを行う

中央構造線が並行して走る渥美半島の地形を学ぶ

チャートの津波石を見て伊良湖水道を襲った南海トラフ由来

の巨大地震と渥美半島の歴史を学ぶ


